
 ふじのくに領事館
（静岡県大阪事務所）

「あの人に会いたい」の古川さんは、言葉の端々に静岡愛がほとばしるとともに、静岡支局の後輩を

思いやる、たいへんやさしい方でした。なんだかほっと心が温まりました。

さて私、先月下旬に2回目のワクチン接種を終え、昨年4月以来の帰省ができるかなと思っていた矢先、

4回目の緊急事態宣言が・・・。宿舎での「ボッチ」生活は1年5ヶ月目に突入です。

領事（所長） 萩原利明

静岡に放置された愛車は、

＜期間＞ ８月６日（金）～ １９日（木）
＜場所＞ 曽根崎地下歩道
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いつ復活するのか????

詳しいレシピは、動画第3弾で紹介しています！ →

TEL：06-6263-6120 FAX：06-6263-6110 メールアドレス：osaka@pref.shizuoka.lg.jp
皆様からのご意見、ご感想、関西地域での新しい静岡情報をお待ちしております。

静岡と⼭梨の魅⼒を協働発信！

静岡・山梨コラボ「YouTube動画」製作！！

関西地域の静岡情報

１０８チームが参加する県大会を制し、
静岡高校が２年ぶり２６度目の甲子園出場を決めました。
※無観客開催となります。テレビでの応援をお願いします！

～８月の観光展スケジュールと、２年ぶり！甲子園での熱い戦い～

＜日程＞ ８月９日（月） 第２試合 １３：００～（予定）

File03：

静岡県庁記者クラブを担当されていた方に

A：山と海に加え、川や湖まである豊かな自然環境は、他には、なかなかありません。

都市部から車で1時間も行けば、田舎的な環境も楽しめるのも大きな魅力ですね。

人柄がおおらかなこともあり、県外から移り住む人にやさしい土地柄だと思います。

【プロフィール】

毎日新聞社大阪本社記者

初任地の静岡で５年を過

ごし、現在大阪で活躍中

静岡愛が止まりません☆

A：東京育ちですが、祖母が吉田町出身で、小さ
い頃は静岡県に遊びに行くこともありました。
今、静岡の良さを再認識しており、将来はまた、
静岡県に住む機会があればいいなと思っています。

突撃インタビュー！

A：温泉フリークの私は、週末に山間の
温泉に行くのがなによりの楽しみなので、
梅ヶ島、寸又峡温泉がお気に入りです。
夢の吊り橋や南アルプスアプト鉄道もい
いですよね。

A：静岡には、お寿司をはじめとしておいしいものがたくさんありますが、

私のお勧めは、わさび栽培発祥の地、静岡市葵区有東木「うつろぎ」の「さびめし」。

目の前を流れるせせらぎを見ながら頂くのが、もうたまりません!!

に会いたい！！
静岡県が第二の故郷！ 友人からは「静岡観光大使」と呼ばれる程静岡好きの毎日新聞社大阪本社の古川記者にお話を伺いました！

Q：静岡県で印象的なことは？

Q：好きな食べ物は？

Q：好きな場所は？ Q：ふじのくに通信読者にメッセージ

静岡の旬の食材情報
静岡の旬の食材情報を紹介します！
今回は、関西のデパートやスーパーで比較的手に入りやすい「トマト」、「ちんげんさい」です。

品質の高さと、大玉、中玉、

ミニ、高糖度トマトなど種類の多さ

が特徴です。

サラダの他、煮込み料理などにも適

しています。

中華料理の食材に

欠かせないちんげんさい

は、磐田市（旧豊田町）

が1979年に導入し、今や

全国トップクラスの生産

量を誇ります。クセやア

クが少なく、柔らかで鮮

やかな緑色が特徴。中華

料理のみならず、和洋幅

広い料理に使えます。

・・・ 通年・・・ 通年

静岡県は第４弾、山梨県は初となる「YouTube動画」。

両県の大阪事務所がコラボして製作しました。

今回のテーマは「富士山にまつわるクイズ大会」です！

両県の若手エース職員２名が火花を散らす戦いは必見です！！

静岡県と山梨県の魅力をPRするため、
両県大阪事務所がタッグを組んで活動します！！

静岡・山梨の魅力が
たっぷりの動画が
出来上がりました！デジカメと

スマホのみ！

撮影風景

機材は

釜揚げしらす
かつお節

まぐろ
サラダ菜
ドレッシング【主な種類】

アメーラ（静岡市駿河区）

果物のように甘い最高品質の高糖度トマト

枝完熟マキノハニー（牧之原市）

枝で完熟させ収穫。皮も柔らかく食べやすい

夢咲トマト（菊川市）

県内最大の産地で高品質な大玉トマト

【産地】

中遠地域、西部地域

日本各地の観光・文化のPR展です。

富士山マスター

８月２1日は

写真で見る「静岡県庁本館」

「県民の日」は静岡県の誕生日！？

資産経営課
竹田課長代理

本館の屋根や壁に、なぜか黒い「シミ」が!?

自然の汚れではなく、戦時中爆撃を避けるため

コールタールで黒く塗られていたとのこと。

なお、屋根の一部が赤色が異なるのは、焼夷弾

が落ちたのを直した跡のようです。

床にど～んと、大きな「方

位マーク」が!?

静岡県庁なのに、壁のゼン

マイ式大時計はなぜか「ア

イチトケイ」!!(ご愛敬)

本館屋上に、謎の

八角形が!?

これは、かつて使

用していた煙突を

切断した跡です。

アルミニウムの表面処理方

法「アルマイト」の、静岡

市内での実用化を記念する

壁画。ただし、これは復刻

版との話もあります。

登録有形文化財に指定されて

いる静岡県庁本館（昭和12年

完成)には多くの見所がありま

す。静岡県庁にお越しの際に

は、ぜひご覧ください。

県民の日

○先代の県庁(明治22年完成)と現在の県庁本館

○正面入り口の方位マークと大時計 ○2階～3階の踊り場にある壁画

○本館の「黒」シミと、一部の色が違う屋根 ○屋上に刻まれる「謎の八角形」

うんちく２

明治初期のごく短期間だけ存在した
「堀江藩～堀江県」は、明治4年に浜松
県(当時)に編入されました。興味のある
方は「万石事件」をお調べください。

今から145年前、明治9年4

月に足柄県のうち旧伊豆国

地域が静岡県に統合、同年

８月21日に静岡県と浜松県

が統合されて、ほぼ現在の

静岡県が誕生しました。

伊豆諸島は、明治11年
1月11日に静岡県から
東京府(当時)に編入さ
れました。

うんちく１

8/4に公開されました！


